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This paper presents the results of studies on morphogenesis in the early stages of Sargassum 
horneri cu1tured in the sea. Embryos deve10ped the linear first 1eaf. When p1ants attained 
about 2 cm in tota1 1ength. the 1eaf became linear to spatu1ate in shape with the pinnatiparted 
margin which characterized S. horneri. Stems of this species grew taller than that of S. 
piluliferum and S. patens. Leaves deve10ped spirally on the stem. Later， older 1eaves fell 
off successive1y. When p1ants attained about 10 cm in tota1 1ength， dichotomous1y divided 
spines were observed on the surface of the stem and simp1e spines were observed on the 
sta1k and midrib of 1eaves. When the tota1 1ength of the p1ants reached about 20 cm， 1atera1 
branches formed from the 1eafaxil were observed， and the ho1dfast became scutate disca1 in 
!jhape. 
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筆者らは，ホンダワラ属・Phyllotrichia軍属のマメ

タワラSargassumpiluliferum (TURNER)C. AGARDH 

(寺脇ら 1982)および Schizophycus亜属のヤツマタ

モク S.patens (TURNER) C. AGARDH (寺脇ら 1983)

の初期形態形成について報告した。今回は，Bactro・

phycus 111!属に分類されているアカモタ S. hornerz 

(TURNER) C. AGARDHについて報告する。

材料と方法

培養方法および観察方法は前報(寺脇ら 1982) と

同じ要領で行なった。

母藻は，昭和54年5月15日，鹿児島湾中央部の桜島

町袴腰において採集したアカモクで，多数の生殖器床

を備えていた。採集した母藻を大型クーラーで保冷し，

鹿児島県水産試験場へ持ち帰った。母藻は5月19日に

1)本論文は寺脇の鹿児島大学大学院修士論文の一部で

ある。

卵を放出した。翌5月20日，受精卵を養殖網ヘピベッ

トで採苗後 4トン水槽で育菌し 7月6日(採苗後

48日)その養殖網を坊津町久志地先へ沖出しして，海

中養殖を開始した。

結 果

培養経過

採酋後の培養経過を Fig.1に示した。放出卵は 8

核が散在しており，楕円形ないし卵形を示し (Fig.2)，

30個体平均の大きさが 328(:t 27) x 271 (:t 26)μmで

あった。採酋4日後には，幼匹の下端から約16本の仮

根が仲出していた (Fig.3)。採苗後のタンク内育苗は，

施設の制約等もあって，光，温度，流水量等に関して

必ずしも適正条件を満たしたものではなかったが. 8 

日後1.2mm，17日後 5.9mmそして40日後 7.8mm

に達した。しかし 7月6日の沖出し直前に巻貝類の

食害によると思われる葉体の損傷が認められたことも
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Fig. 1. Growth of Sargassum horneri. 

影響してか， fl中出し後の 7月20日には 3.1D1D1となっ

ていた。以後，順調な生長を示し， 9月下旬に1.8cD1

に達した。その後再び，葉体の損傷や減少，生長停滞

u 。

肋は， やや隆起し葉の頂端下で消失していた。全長

3-5cD1:業は羽状深裂し，切れ込みが中肋近くまで

達していた (Fig.9)。茎の上部と葉柄には線状突起が

みられた。茎の先端から次々と葉が形成され，茎自体

が次第に伸長していくのが認められた (Figs.10， 19) 0 

全長 7-10CD1:長さ 4-5CD1，葉幅約1.5cmの業

を備え，茎が軽くよじれていた。茎函には縦溝が通り

(Figs. 11， 20)，先端の二叉する線状突起が密生し

(Fig. 12)， 葉の中肋と葉柄には先端の二叉せぬー列

の小糠がみられた。付着器の表面にしわが現われ始め

ていた。全長約 20cm:茎の先端付近では，葉の下部

が膨張して円柱状の気胞を形成し始め (Figs.13， 21)， 

葉肢から側枝幻が伸出しており，茎同様に羽状深裂す

る葉をらせん状に形成していた (Figs.14， 22)。付着

器は直径約 lcmで， しわの多い特徴的な仮盤状を示

していた。

以上のように，全長約20cmに達したものは，今回

観察できなかった生殖器床を除けば，母藻の有する形

質を現わしていた。その後養殖によって全長約 50cm

まで生長したが，生殖器床を備えた試料は得られなか

った。

考 察

が認められ，魚類による食害と推察されたため， 11月 本種は，猪野 (1947)によると放出卵が卵形ないし

9日に瀬々串漁場へ移植した。移績後は生長を回復し 楕円形で 8核が散在し，大きさが 264x198μmで

たが， 7-11月に得られた試料は，先端の切れた不完 あり，幼陸の下端から 8本の第1次仮線に続いて 8本

全なものが多かった。翌年4月7日に最大50cD1に達 の第2次仮根を伸出するため，卵放出後6日目頃には

し，その後藻体は流失した。 16本の仮根を有するようになる。今回の観察結果も，

観察結果

生長経過における長さ別の形態的特徴は，概略以下

の通りであった。

全長約 lmm:第1葉の形態は，やや扇圧した円柱

形を示し業幅が 0.2mm程度であった (Figs.4， 15) 0 

全長 3-4mm: 第l葉は，やや扇圧の度合いが増し，

業幅が 0.2-0.3mmとなった (Fig.5)。 全長 5-6

mm: 第l葉が幅 0.4mD1程度の線形を示し，その基

部付近から第2築が形成され始めていた (Figs.6， 16)。

全長 7-8mm: 第3葉までがみられた (Figs.7，17)。

第1葉が長さ約 6mD1，業幅 0.4-0.5mmの線形で全

縁なのに対し，第 2，第3薬では縁辺が羽状に浅く裂

け， 切れ込みが認められるようになった。全長 1-2

cm: 棄は茎上にらせん状に配列され，線形ないしへ

ら形で羽状深裂し (Figs.8， 18) ，茎先端の形成初期の

葉にも羽状の切れ込みが既にあらわれていた。業の中

それとほぼ一致した。ただ，放出卵の大きさが，猪野

(1947)の報じたものに較べやや大きく， 河本・冨山

(1968)の報じた 326x 250μmに近かった。

アカモクの形態形成に関して河本・富山 (1968)は，

全長 5mm程度から第1葉が平たくなり，第2葉以降

で葉縁が鋸歯状を呈することを報告しているが，第4

葉以降については触れていない。それ以外に，その後

のアカモクの形態形成に関する報告は見当らないよう

であるが，本研究により，その概要を明らかにするこ

とができた。すなわち，本種の初期形態形成の特徴は

次のようにまとめられる。

幼怪から形成された第 l葉は，やや扇庄した円柱形

幻遠藤 (1907)および岡村 (1956)は，本種の茎から

形成された校を側枝と表現し，主枝という言葉を用

いていない.本研究でも，それに従って他種との比

較を行なった。すなわち茎の頂端部から形成された

枝を主枝，それに対し，茎または主枝の薬肢から形

成された枝を側枝と表現する。
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Figs. 2-14. Morphogenesis of Sargassum horneri. 2. Egg released from receptacle; 3. Four days 

old plant after sowing; 4. After 8 days， development of first leaf; 5. After 12 days， development of 
first leaf; 6. After 17 days， plant with first leaf and bud of second one; 7. After 40 days， develop-
ment of pinnatilobed leaves; 8. After 202 days， plant with pinnatiparted leaves; 9. After 243 days， 
development of stem; 10. Top of stem; 11. After 264 days; 12. Stem with dichotomously divided 
spines; 13. After 282 days， development of vesicles at top of stem; 14. Development of lateral branches 
and scutate discal holdfast， after 282 days. Leaf(l); lateral branch(lb) ; stem(s) ; vesicle(v). 

で，全長 5-6mmに達するころから葉幅 O.4mm程 全長 7-lOcmに達すると茎面に二叉する練状突起が，

度の線形となった。第1薬が全縁であるのに対し，第 また葉の中肋には二叉しないー列の練状突起が形成さ

2葉以降では縁辺が羽状に浅く裂け，切れ込みが認め れる。全長 20cmに達すると，付着器が仮盤状を示し，

られるようになり，全長 1-2cmに達したものでは， 葉肢から側校が形成され，茎の先端付近では葉および

アカモクに特徴的な羽状深裂した線形ないしへら形の 棄の下部が膨張した気胞が形成される。

葉が，茎上にらせん状に形成されている。以後，茎の 本種の初期形態形成の過程には，マメタワラ(寺脇

先端から次々と業が形成され，茎自体が次第に伸長す ら1982)，ヤツマタモク(寺脇ら 1983)のそれとの閑

る。全長3-5cmで茎上部と葉柄に練状突起がみられ. に大きな相違点が認められる。その第1点として，本
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Figs. 15-22. Morphogenesis of Saγgas幻.Imhorneγi. 15. After 12 days， deveJopment of first Jeaf; 

16. After 17 days， pJant with 日rstJeaf and bud of second one; 17. After 40 days， cJeveJopment of 

pinnatiJobed Jeaves; 18. After 202 days， pJant with pinnatiparted Jeaves; 19. After 243 days. top of 

stem; 20. After 264 days; 21. After 282 days， deveJopment of vesicJes at top of stem; 22. DeveJop恥

ment of Jat巴raJbranches， a ft巴r282 days. 

種では茎の頂封Mから葉または気胞を形成しつつ，芸自

身が大きく 伸長するのに対し，マメタワラとヤツマタ

モ タでは全長 2~3cm に達すると茎の伸長が緩tlJhこな

り，その頂端から形成された主枝が大きく伸長して，

発生 1年後でも茎の長さが(生か 1cm程度である点が

あげられる 。 ~2 点として，木極では側;校が茎に形成

された楽町了英11夜から形成され， マメタワラとヤツマタ

モグの微に茎の頂端から主校が形成されない点があげ

られる。そのため，本種では成体の全長がほぼ茎の長

さで表わされるのに対し，マメタワラとヤツマタモタ

0:.場合には，ほぼ主枝の長さて表わされることになる

ようであるo !;i" 3点として，マメ タワラとヤツマタモ

タの場合，主校と {Hl1I交とは同様の形態であるが，楚と こ

れらの校とは著しく異なった形質を備えているのに立す

し木極では， 茎と fJ!U校が問機の形質を備えている点が

あげられる。以上の点などから，本経では第2築が全縁

であり，第2，tr~3~長では羽 :1犬の切れ込みがやや浅くゆ]1僚

でないものの，形態形成の過程において，芸に形成され

る業と似IJ校に形成される裁とを区別する必要があると

は思われなかったので，初期業とい う言禁を用いなか



Morphogenesis of Sargassum hornen 101 

った。

このように，本種の初期形態形成には特異的な点が

認められる。また，猪野 (1947)が仮根形成の面から，

須藤 (1948)が受精時の精子侵入場所の面から，本種

のホンダワラ属中における特異性を報じている。一方，

アカモクの近縁種シダモク S.filicinumもアカモク同

様に仮盤状の付着器から単条の茎が伸長していること

(沢田 1955)， および， シダモクに酷似するが生殖器

床の性状が異なるというシダモク(?)も，アカモク同

様の匪発生を行なうこと(沢田 1956)が知られている。

これらの種類の初期形態形成もアカモクと同様の経過

を示すものと想像されるが，この点については，今後，

材料を得て観察する必要があろう。また，アカモクは

Bactroρhycus亜属中でも特異性を示す種であるよう

なので，今後，同亜属中の他種に関しても研究を進め

なければならないと思われる。

終りに，御校閲をいただいた北海道大学理学部助教

授吉田忠生博士に厚くお礼を申し上げる。また，本論

文を作成するにあたり，有益な御助言と御配慮をいた

だいた電力中央研究所生物環境技術研究所長中村宏博

士および同水域生物部長下茂繁博士に謝意を表する。
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